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省エネルギーを通じて（Through Energy Conservation）、
企業と社会の持続可能な発展（Sustainable Development）に貢献します。
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

エネルギーの「見える化手法」①

料金伝票、電力･ｶﾞｽ会社ＨＰ等から使用量を把握し、推移を「見える化」
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

エネルギーの「見える化手法」②
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

エネルギーの「見える化手法」③

「エネルギーマップ」を作成し、エネルギー使用設備の全体像を「見える化」

電気使用設備リスト
構成
比

（％）

電力
使用量

（kWh/年）

稼働
日数

（日/年）

稼働
時間
（h/日）

平均
負荷率
（％）

台数
（台）

定格
消費電力

（kW）
仕様型番

設備
名称

区分
配線
系統

設置
場所

No.

20280,0002501670425kW□□○○ﾘﾌﾛー 炉生産設備P11階E1

15211,2002501680322kW□□○○ｴｱｺﾝﾌ゚ﾚｯｻﾕ ﾃーｨﾘﾃｨP21階E2

 設備、工程、建屋ごとのエネルギー使用量を調査
主要設備など、概要の把握を優先

省エネ･節電対策の
「狙い所」が明確に

都市ガス使用設備リスト

構成比
（％）

燃料
使用量
（m3/年）

稼働
日数

（日/年）

稼働
時間
（h/日）

平均
負荷率
（％）

台数
（台）

定格燃料
消費量
（m3/h）

仕様型番
設備
名称区分

設置
場所

No.

60160,0002501680150□□○○ﾎｲ゙ﾗーﾕ ﾃーｨﾘﾃｨ1階G1
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

エネルギーの「見える化手法」④

スマートメータの外観

スマートメータで、電力使用量や需要電力のデータが容易に入手可能に

（※1）エネルギーマネジメントシステム

 電気使用量を30分ごとに計測・記録
 通信機能で、遠隔検針、EMS※1にデータ提供

（※2）
マルチホップ
方式採用

高圧（500kW未満）用
※2

電気使用量お知らせサービス

低圧契約向け 高圧・特高圧契約向け

ＨＰによる閲覧画面の一例

スマートメータとは？

関電の事例（HPより）
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

エネルギーの「見える化手法」⑤

計測器を用い、対策前、対策後の設備毎の消費電力を「見える化」

計測器の活用は、日常管理や対策検討時にも有効把握方法と特徴

導入ｺｽﾄ即時性正確性測定対象方法

◎××全体一括料金伝票･電力会社HP

△◎×全体一括
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置の
電力ﾃﾞｰﾀ記録・表示機能

◎～○◎◎１点
携帯型

計測器

〇～×
導入規模

による

◎◎少～多点ｴﾈﾙｷﾞｰﾃﾞｰﾀ
収集ｼｽﾃﾑ

日置電機製

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ製
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

エネルギーの「見える化手法」⑥

携帯型計測器の事例

携帯型計測器を用いた消費電力の「見える化」のメリット

携帯型計測器を活用し、消費電力を「見える化」することで、ムダを発見

エネルギーマネジメントシステム（EMS）導入に比べ、安価
定格値ではなく、実際の消費電力（負荷率）を把握できる
一定期間計測し、設備稼働状況と比較することで、課題を抽出できる
複数設備の同時計測で、システム全体の課題抽出ができる

（例）高圧エア供給システム（複数台のエアコンプレッサ、吐出圧力、末端圧力など）

需要電力データの電力ピークの発生原因の究明に役立つ

データロガー機能付
電力計測器

データロガー機能付
電流計測器

電流計測器
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

需要電力データと計測器活用事例

計測器による各設備の測定データを積算し、需要電力と比較

プラスチック成形工場の事例
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工場全体の電力推移と
ほぼ一致することを確認

すべての成形機が稼働

成形機９台、エアコンプレッサ１台、チラー１台、冷却水ポンプ２台、
空調機２台、照明、変圧器を積算

電力ピーク発生原因を
定量的に究明可能に！

一部成形機の稼働を他時間帯にシフトするなどの稼働調整により、
電力ピークを抑制（デマンド対策）
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ

計測器活用よる電力使用実態の把握事例

定格値と実際の消費電力との差は大きい
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乾燥炉の事例

起動 製品投入

定格消費電力45kW

１．省エネは「見える化」から
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

計測データと気象データ活用例

計測器による空調消費電力と、気象データを比較

事務所空調の事例

空調機の消費電力は、設定温度を基点とし、べき関数的に増加

空調設定温度の変更による省エネ効果を推定可能に！
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空調機 定格能力28kW
暖房運転時

設定温度
27℃

外気温が2℃上昇すると
電力消費量が約15%減少

設定温度を2℃下げると、
電力消費量が約15%減少

できることが推定
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

「見える化」による省エネ対策事例①
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需要電力と設備稼働実績を比較し、電力ピーク発生原因を究明

鍛造工場の事例

過去１年間の月ごとの最大需要電力の実績（料金伝票の明細より）

（時）

457kW

1月29日の時間ごとのデマンド推移（電力会社のＨＰより）

最大径のビレットを鍛造（高周波加熱炉で加熱）

ショットブラスト稼働

過去データを調査した結果、
1月29日10時に発生していることが判明

効果
試算

最大ビレット鍛造時はショットブラストを稼働させないルールとすることで、
最大需要電力を20kW抑制。基本料金の削減金額は、
20kW×2,043.80円/kW･月×12ヵ月＝491千円/年 （関電高圧電力BS契約の場合）
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

「見える化」による省エネ対策事例②

一定期間の計測により、電力消費の無駄を「見える化」

効果
試算

油圧ポンプの就業時のみ稼働、段取・待機時間短縮による
年間削減金額は、
（12,348kWh/年＋3,910kWh/年）×26円/kWh＝423千円/年

研磨機の事例 研磨機の消費電力の１日の推移
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加工時間

油圧ポンプが
常時稼働

段取・待機時間

電力料金平均単価
26円/ kWh を想定。
以降の事例も同じ
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ１．省エネは「見える化」から

「見える化」による省エネ対策事例③-1

台数制御 ＋ インバータ制御の導入
エアコンプレッサの運転方式による、軸動力の違い

スクリュー式圧縮機の事例

コンプレッサ 3台

負荷
設備へ

流量定格比（％）

軸
動

力
定

格
比

（
％

）

0

100

個別

省エネ

150%

300200100

200

300

１台、インバータ制御
（常時稼働）

２台、台数制御台数制御

255%  ※2

210%※1

（※1） 70%×3台
（※2） 85%×3台
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ

「見える化」による省エネ対策事例③-2

３棟でエアコンプレッサが個別に稼働
エアコンプレッサの仕様

エアコンプレッサ３台の測定結果（３台合計）

消費電力合計

エア供給量※合計

（※）定格消費電力、定格流量、
実際消費電力との関係から

推定（各機器の駆動方式を
考慮）
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現状の負荷率は低い

現状

設置場所

B棟 中型ブラスト用

A棟 大型ブラスト用

C棟 機械加工用

用途

スクリュー式インバータ機

種類

スクリュー式定速機

スクリュー式定速機 37kW

75kW

定格出力 定格流量

6.1m3/min

6.0m3/min

13m3/min

37kWA棟

B棟

C棟

１．省エネは「見える化」から
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ

計測器活用による省エネ対策事例③-3
１．省エネは「見える化」から
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台数制御導入後の消費電力（推定）

削減
効果

年間消費電力量は、（現状）135,583kWh ⇒ （提案）54,569kWh （▲81.0千kWh）
年間削減金額は、
81千kWh×26円/kWh＝2,106千円/年

３棟のエアコンプレッサ3台を主配管で接続し、台数制御を導入提案

現状の
消費電力合計

（測定値）

対策後の
消費電力合計

（推定）

現状は、インバータ機の定格流量（13m3/min）以下

ほぼ、インバータ機のみが稼働
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ２．省エネ診断活用の奨め

「省エネ診断」とは？

※ クランプメーター等の携帯式の簡易計測器を使用することもある

省エネ専門家が診断先企業を訪問し、電力、ガス等のエネルギー使用状況に関する
記録の確認やヒアリング、現場調査を行い、効果的な省エネ対策を提案する手法。
診断後は「省エネ診断報告書」を作成した上で、再度、診断先企業を訪問し、
診断結果について報告。

「省エネ診断」とは？

「省エネ診断」の種類

「省エネ診断」には、計測器を使用しない「省エネ簡易診断※」と、計測器を使用し
一定期間、電力などエネルギー使用量等の計測を行う「省エネ計測診断」がある。

「省エネ簡易診断」は「計測診断」に比べ、省エネ効果算定の正確さや対策掘り起こ
しの網羅性の点で劣るが、簡便に大まかに課題を把握するのに適している。

「省エネ計測診断」は、計測して初めて気づく対策も多く、より正確な削減効果の算定
が可能で、「簡易診断」と比べ、網羅的で深堀した診断が可能。
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省エネPF協会会員 (株)ＳＤＴＥＣ２．省エネ診断活用の奨め

国の「省エネ診断」支援制度


